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原子力規制庁の主な対応（９月４日以降） 

（東京電力福島第一原子力発電所関連） 

 

平成２５年１０月２日 

柏崎刈羽原子力規制事務所 

 

【原子力規制委員会】 
（９月５日） 
○東京電力福島第一原子力発電所汚染水貯留タンクの漏えいの状況と原子力規

制庁の対応の強化について 
深刻化する汚染水問題を解決すべく、規制の枠組みを一部超えて、原子力

規制委員会では、その対策等について検討を進めているところですが、次の

とおり体制を強化することとしました。 
・放射線計測に関する技術的指導・助言 
・独立行政法人原子力安全基盤機構による支援により強化した保安検査 
・現地規制事務所からの注意・指導等の徹底 
・海外に向けた正確な情報発信 

（別添３参照） 
 
（９月２５日） 
○東京電力福島第一原子力発電所における１、２号機の排気筒の損傷について 

１８ 日に１号機、２号機の排気筒支柱鋼材について破断の報告を受けまし

た。詳細な調査、評価結果の早急な報告を求め、今後の対応についても確認

をすることとしています。 
 
○東京電力福島第一原子力発電所における多核種除去設備の補修について 

ALPS における、腐食が確認の原因と対策、今後の予定についての報告が

なされ了承されました。引き続き、十分な配慮、検討を実施するよう指導を

していくこととしています。 
 
【原子力規制委員会 検討チーム等】 
○海洋モニタリングに関する検討会 
  現在の海洋モニタリングについての結果を確認し、手法の評価（地点、項

目、検出下限値、回数等）、必要に応じたモニタリング強化の検討等を開始し

ました。（別添４参照） 
  ９月１３日 第１回会合 
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○帰還に向けた安全・安心対策に関する検討チーム 
  検討チームでは、帰還に向けた安全・安心対策に関し、原子力災害対策本

部の関係省庁におけるこれまでの検討内容等についてヒアリングを行い、最

終的に、原子力規制委員会としての考え方を提示することとしています。 
  ９月１７日 第１回会合（詳細は別添５のとおり） 
 

○特定原子力施設監視・評価検討会汚染水対策検討ワーキンググループ 

  ９月１２日 第６回会合 

９月３０日 第７回会合 

（以上） 



別添３
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海洋モニタリングに関する検討会の進め方（案） 

 

 

平成２５年９月１３日 

 

 

１．検討事項 

・ 現在の海洋モニタリングについて 

－ 現在行っている海洋モニタリング結果の確認 

－ 手法の評価（地点、項目、検出下限値、回数等） 

・ 必要に応じたモニタリング強化の検討 

・ 海生生物中の放射性物質の調査手法について 

・ その他 

 

 

２．公開性の確保について 

・ 検討会の開催については、事前に公表する。 

・ 検討会の議論を建設的に行えるよう、必要に応じてヒアリングを行う。検討会以外でヒ

アリング等を行った場合は、そのヒアリングの議事概要を次の検討会で公表する。 

 

 

３．他の会議との関係について 

・ 特定原子力施設監視・評価検討会汚染水対策検討ワーキンググループ（以下、「ＷＧ」

という。）とは適宜情報共有を行う。 

・ 必要に応じて、ＷＧと合同で開催する。 

 

 

４．今後の予定について 

・ 毎月１回をめどに開催する。 

Owner
テキストボックス
別添４




  

帰還に向けた安全・安心対策に関する検討チームについて 

 

平成 25 年 9 月 17 日 

 

１．趣旨 

本年 3月 7日の復興推進会議・原子力災害対策推進本部合同会合において、「避

難指示の解除に向け、線量水準に応じて講じるきめ細かな防護措置の具体化等

について、原子力災害対策本部で議論を行い、年内を目処に一定の見解を示す」

方針が決定した。 

 

これを受け、原子力規制庁を含む関係省庁が検討を続け、モニタリングデー

タや個人線量に関するデータ等も蓄積されてきた。さらに、線量水準に応じて

講じるきめ細かな防護措置として、帰還に向けた安全・安心対策に関する関係

省庁の施策の案も取りまとまりつつある。 

 

こうした背景の下、帰還に向けた安全・安心対策に関し、原子力規制委員会

が科学的・技術的な検討を行うことを要請された。原子力規制委員会は、「帰還

に向けた安全・安心対策に関する検討チーム」（以下、「検討チーム」という。）

を設置する。 

 

２．検討の進め方 

検討チームでは、原子力災害対策本部の関係省庁におけるこれまでの検討内

容等についてヒアリングを行い、最終的に、原子力規制委員会としての考え方

を提示する。 

  

Owner
テキストボックス
別添５



